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─天才たちの 『検索と広告』 イノベーション─

上場以来、 初の減収となるか

 2020 年初頭の新型コロナウィルスによるパンデミックの影響は、 グーグルの持ち株会社アルファベッ

トにも及んだ。 同社は、 2020 年 1 ～ 3 月期の売上高が 411 億 5,900 万ドル （約 4 兆 4,000 億円、 前

年同期比 13% 増）、 純利益が 68 億 3,600 万ドル （約 7,300 億円、 同 3% 増） になったと発表した。

これらの伸び率は 18 四半期ぶりの低さだった。

 ネット広告市場は成長を続け、 アルファベットも増収記録を伸ばしてきた。 同社のスンダー・ピチャイ

CEO は、 主力のインターネット広告について旅行や外食といった分野の広告が急減し、 「3 月に入って

突然大きく落ち込み、 前年比 10% 台半ばの減少率になった」 と語り、 4 ～ 6 月期はさらに減るとの見

方を示した。

 もし四半期で減収となれば株式上場以来初めてとなるはずだが、 検索などサービスの利用は依然伸び

ている。 主力のネット検索では、 例えばウィルス関連で利用は急増した。 しかしこうした利用は、 収益の

柱である検索連動型広告と結びつきにくい。 検索連動型は売上高の 6 割以下にとどまる一方で、 動画共

有サイト 「ユーチューブ」 の 1 〜 3 月期広告売上は 33% 増となり、広告全体の伸び率 10% を上回った。

 またクラウド ・ コンピューティングによる企業向け情報サービスは、 アマゾンやマイクロソフトなどとの競

争が激しいが、 1 ～ 3 月売上高は前年同期比 52％増の 27 億 7,700 万ドル （約 3,000 億円） と高い

成長率を保った ［1］。

 こんな状況下でアルファベットの株価は大きく上昇し、 株式時価総額は1 兆ドル （世界 5 位） に近
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［1］ 日本経済新聞 2020 年 4 月 30 日、 および同年 5 月 9 日より。
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